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１．研究計画の概要 

 「ヨーロッパ」および「アジア」という概
念が成立し定着していく過程、またこれらの
概念に付されたさまざまの正負のコノテー
ションの変化を、ヨーロッパおよびアジアの
諸地域および諸時代の美学的言説・図像・芸
術作品・芸術活動に即して明らかにしつつ、
現代におけるヨーロッパ―アジアの関係を
再考することを目指す。具体的には次の三つ
の課題を果たす一の課題は、ヨーロッパにお
ける「ヨーロッパ―アジア」概念の美学的コ
ノテーションを、とりわけ美学的言説の検討
をとおして明らかにすることである。第二の
課題は、17 世紀から 19 世紀中葉にいたる東
アジアの側から「ヨーロッパ―アジア」概念
がいかに受容されたのかその過程を美学的
に明らかにすることである。第三の課題は、
ヨーロッパとアジアの関係が相互的となっ
た 20 世紀において、ヨーロッパとアジアが
単に他者をいかに表象したか、のみならず、
他者の目を介して自己をいかに表象したの
か、といった相互的＝再帰的視点を交えて、
「ヨーロッパ―アジア」関係を美学的に解き
ほぐすところにある。 

 

２．研究の進捗状況 

小田部は、第一・第二の課題に対しては、

「グローバル化の三段階」という観点から、

近代初頭から20世紀にいたる「ヨーロッパ―

アジア」関係を読み解く試みを提起し、「ア

ジア芸術学会」などで報告を行った。また、

第三の課題に対しては、（１）1920年代から

40年代にかけて活躍した哲学者木村素衞の哲

学的・美学的思想の展開を追いつつ、40年代

に「国民文化」論が浮上した経緯を解明し、

かつこの「国民文化」論がけっして当時のナ

ショナリズム的言説には解消されず、むしろ

個々の文化を独立させずに常に他の文化との

協働関係のうちに捉える間文化的視点を含み

うるものであることを明らかした（その詳細

を著書『木村素衞――「表現愛」の哲学』（二

〇一〇年、講談社）に、ドイツ語ではクナッ

ツ・カスパー・小田部共編著 Kulturelle 

Identitaet und Selbstbild. Aufklaerung und 

Moderne in Japan und Deutschland (Berlin 2011) 

に、英語では International Yearbook of 

Aesthetics, vol 14 (2010) に公表された）。さら

に小田部は（２）1930年代に日本に亡命した

ユダヤ系ドイツ人哲学者レーヴィットにとっ

ての日本滞在の意味を検討し、レーヴィット

の日本滞在が後期レーヴィットの「自然」観

と密接に結びついていること、日本に対する

批判的眼差しがヨーロッパそれ自体へと折り

返され、ヨーロッパの自明性を改めて問いに

付すことを可能にしていることを明らかにし

、その成果を国際美学会議等で報告した。渡

辺は、明治期以来の「唱歌」およびその系譜

の音楽（卒業式の歌、校歌、都道府県歌）や

戦後のうたごえ運動の考察を著書『歌う国民

――唱歌、校歌、うたごえ』（中公新書）にま

とめ、そもそも「芸術」ではなく、国民を作

り上げるための「道具」であったものが、日

本人の「心の原風景」とみなされるにいたっ

た過程を、さまざまの力学の織り成す場とし

て解明し、これまでの日本の洋楽受容史研究

を一新した。 

 

３．現在までの達成度 

 ① 当初の計画以上に進んでいる。 

今回の研究テーマについては、すでにロー
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タール・クナーツ、ノルベルト・カスパー、
小田部胤久三名によるドイツ語の共編著『文
化的同一性と自己像――日本とドイツにお
ける啓蒙と近代』（ベルリン）を 2011 年 3

月に公刊したが、これは本科研費による研究
の中間報告ともいうことのできるものであ
る。 

 

４．今後の研究の推進方策 

 

 本研究には国際協力が欠かせないが、9 月
からはウルリヒ・シュタインフォルト氏（ト
ルコ・ビルケント大学教授、ハンブルク大学
連携教授）と半年間にわたり東西の「自我」
概念についての比較研究を行うとともに、そ
の成果を踏まえて、本研究全体の研究成果を
ド イ ツ 語 に よ る 著 書  Beitraege zur 

interkulturellen Aesthetik としてまとめる予定
である。 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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